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 要  旨 
近年，多くの画像処理の問題をエネルギー最小化問題に帰着し，最小グラフカット抽出アルゴリ
ズムを用いて解く技術が注目されている．この技術の応用には，ステレオ画像からの立体復元，
インタラクティブセグメンテーション，画像の合成，等がある．このうち，インタラクティブセ
グメンテーションとは，ユーザによる教示を利用しながら，画像の前景と背景を分離する技術で
あり，物体認識やジェスチャ認識などの前処理として利用出来る為，近年盛んに研究されている． 
具体的なインタラクティブセグメンテーションの手順は，次のようになる． 
(i)ユーザが背景と前景の一部のピクセル(seed)を入力． 
(ii)seed を用いてセグメンテーションをエネルギー最小化問題に帰着し，Graph Cuts Algorithm
を使って解く． 
しかし，インタラクティブセグメンテーションでは，背景と前景の一部の seed をユーザが手動で
入力しなければならない．そこで本研究では，固定カメラで撮影した動画像からの前景抽出を対
象とし，動画像が複数のフレーム情報を使えるという点に着目し，seed を自動生成して自動的に
動画像から移動物体を抽出する手法を提案する．具体的には，まず動画フレームから SIFT 特徴
点を抽出する．そして SIFT 特徴点を追跡して移動特徴点と静止特徴点に分類し，移動特徴点を
前景 seed，静止特徴点を背景 seed とする事である．移動特徴点には偶然発生する前景でない移
動特徴点も含まれるが，これらを外れ値として除去する手法を開発し，前景 seed を精度高く求め
ることに成功した．しかしながら，提案手法は SIFT 特徴量を用いているので，前景上の特徴点
と同じ動きをする背景上の特徴点が前景との境界付近に発生する．これを正しい前景特徴点と区
別するのは困難で前景 seed に含んでしまう．そこで検出された前景 seed の内側の点を前景 seed
に追加する事で，影響を相対的に弱める事に成功した．提案手法を実動画に適用し，その結果を
検証した．完璧に前景を抽出出来ない動画もあったが，そのような場合でも前景 seed の追加の効
果は確認出来た． 
 
 
